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	品質保証研究会　第135回幹事会　議事録
	１．日　　時 '１１年１月１１日(火)　　１５：３０～１７：２０
	２．場　　所 日本原子力産業協会第２会議室
	３．出 席 者 田中、神田、小嶋(石橋委任)、今村、奈良、三角、武田、中村、岡澤、渡邉、矢作、石川(記)　(順不同敬称略)、小沢(20年誌編集メンバーとして参加)
	４．議　　題 第134回幹事会議事録確認
	５．配布資料  1) 品質保証研究会　第134回幹事会議事録(案)　[奈良]
	６．議事概要
	6.1 資料(幹135-1)に基づき、第134回幹事会議事録(案)の内容を確認し、承認した。
	6.2 資料(幹135-2および3)に基づき、平成22年度の活動計画およびQASGﾆｭｰｽ執筆計画について確認した。
	6.3資料(幹135-4)に基づき、第38回講演会計画を確認した。
	6.4資料(幹135-5)に基づき、第36回見学会会計報告があり、承認した。
	6.5 資料(幹135-6～9)に基づき、20年活動成果まとめについて確認した。
	6.6 第21回通常総会について確認した。

	７．今後の予定


